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(57)【要約】
【課題】カプセル内視鏡により得られた画像を観察する
読影者の拘束時間を従来に比べて短縮可能なカプセル内
視鏡システムを提供する。
【解決手段】カプセル内視鏡システムは、被検体の体腔
内を撮像して画像データを取得する撮像部を備え、画像
データを出力することが可能なカプセル内視鏡と、カプ
セル内視鏡が画像データを取得した際の撮像条件または
撮像対象の状態あるいはカプセル内視鏡の状態を特定す
る条件に関する少なくとも一つの検査情報を取得し、画
像データを関連付けて記憶する記憶部と、記憶部に記憶
された各画像データに付与されている各検査情報のうち
の少なくとも１つの情報に基づき、記憶部に記憶された
各画像データの再生表示の要否を決定し、再生対象の画
像データを表示部に表示させる画像再生制御部と、を有
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の体腔内を撮像して画像データを取得する撮像部を備え、画像データを出力する
ことが可能なカプセル内視鏡と、
　前記カプセル内視鏡が画像データを取得した際の撮像条件または撮像対象の状態あるい
は前記カプセル内視鏡の状態を特定する条件に関する少なくとも一つの検査情報を取得し
、前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された各画像データに付与されている各検査情報のうちの少なくとも
１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶された各画像データの再生表示の要否を決定し、
再生対象の画像データを表示部に表示させる画像再生制御部と、
　を有することを特徴とするカプセル内視鏡システム。
【請求項２】
　被検体の体腔内を撮像して画像データを取得する撮像部を備え、画像データを出力する
ことが可能なカプセル内視鏡と、
　前記カプセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を
取得し、前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された各画像データに付与されている各検査情報のうちの少なくとも
１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶された各画像データの再生表示の要否を決定し、
再生対象の画像データを表示部に表示させる画像再生制御部と、
　前記撮像部により取得された任意の画像データに対してマーキングを行うことが可能な
マーキング指示部と、を有し、
　前記画像再生制御部は、前記記憶部に記憶された各画像データに付与されている情報に
基づき、前記記憶部に記憶された各画像データのうち、前記マーキング指示部によりマー
キングされた画像データと、当該マーキングされた画像データの前後に取得された所定の
数の画像データと、からなる画像データ群のみを選択し、選択された画像データ群のみを
連続して再生表示させる
　ことを特徴とするカプセル内視鏡システム。
【請求項３】
　被検体の体腔内を撮像して画像データを取得する撮像部を備え、画像データを出力する
ことが可能なカプセル内視鏡と、
　前記カプセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を
取得し、前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された各画像データに付与されている各検査情報のうちの少なくとも
１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶された各画像データの再生表示の要否を決定し、
再生対象の画像データを表示部に表示させる画像再生制御部と、
　前記撮像部により取得された任意の画像データに対してマーキングを行うことが可能な
マーキング指示部と、を有し、
　前記記憶部に記憶された各画像データが前記画像再生制御部により時系列順に再生表示
される際の起点となる１つの画像データを、前記マーキング指示部によりマーキングされ
た画像データ群に含まれる各画像データの中から選択及び設定することができる
　ことを特徴とするカプセル内視鏡システム。
【請求項４】
　被検体の体腔内を撮像して画像データを取得する撮像部を備え、画像データを出力する
ことが可能なカプセル内視鏡と、
　前記カプセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を
取得し、前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された各画像データに付与されている各検査情報のうちの少なくとも
１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶された各画像データの再生表示の要否を決定し、
再生対象の画像データを表示部に表示させる画像再生制御部と、を有し、
　前記カプセル内視鏡の前記撮像部は、水中で重力方向に対して特定の方向を撮像できる
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ように構成されており、
　前記検査情報には、前記カプセル内視鏡の撮像方向が含まれる
　ことを特徴とするカプセル内視鏡システム。
【請求項５】
　被検体の体腔内を撮像して画像データを取得する撮像部を備え、画像データを出力する
ことが可能なカプセル内視鏡と、
　前記カプセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を
取得し、前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された各画像データに付与されている各検査情報のうちの少なくとも
１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶された各画像データの再生表示の要否を決定し、
再生対象の画像データを表示部に表示させる画像再生制御部と、
　前記カプセル内視鏡の位置及び／または向きを検出する検出部と、を有し、
　前記検査情報には、前記カプセル内視鏡の撮像方向が含まれる
　ことを特徴とするカプセル内視鏡システム。
【請求項６】
　前記検査情報は、前記被検体の体位情報及び前記カプセル内視鏡の撮像方向の情報を含
み、
　前記画像再生制御部は、前記体位情報および前記カプセル内視鏡の撮像方向の情報に基
づいて前記被検体の観察部位を推定し、当該推定した観察部位に従って再生の要否を決定
する
　ことを特徴とする請求項４または５に記載のカプセル内視鏡システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カプセル内視鏡システムに関し、特に、被検体の体腔内の被写体を撮像する
カプセル内視鏡を備えたカプセル内視鏡システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医療分野等において従来広く用いられている。特に、医療分野における内視
鏡は、生体内の観察等の用途において主に用いられている。そして、前述した内視鏡の種
類の１つとして、被検者が嚥下することにより体腔内に配置されるとともに、蠕動運動に
伴って該体腔内を移動しつつ被写体の像を順次撮像し、撮像した該被写体の像を撮像信号
として外部へ送信可能な機能を有するカプセル内視鏡が近年実用化されている。
【０００３】
　そして、前述のカプセル内視鏡に適用可能な技術として、例えば特許文献１に開示され
ているような、被写体を撮像して得た画像が観察及び診断に不適切な画像であるか否かを
判定し、不適切な画像であると判定された画像を表示もしくは保存しないようにする技術
が開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１の技術により観察及び診断に適切な画像であると判断された各画
像の中には、例えば、カプセル内視鏡がその場で回転しながら同じ部位を撮像し続けるこ
とにより得られる画像群のような、冗長な（観察及び診断における重要度の低い）画像群
が含まれ得ると考えられる。そして、特許文献１の技術によれば、観察及び診断に適切な
画像であると判断された各画像の再生表示を行う際に、前述したような冗長な画像群をと
ばす（スキップする）ことができないため、結果的に、読影者の拘束時間が長時間化して
しまう、という課題が生じている。
【０００５】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、カプセル内視鏡により得られた
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画像を観察する読影者の拘束時間を従来に比べて短縮可能なカプセル内視鏡システムを提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様のカプセル内視鏡システムは、被検体の体腔内を撮像して画像データを
取得する撮像部を備え、画像データを出力することが可能なカプセル内視鏡と、前記カプ
セル内視鏡が画像データを取得した際の撮像条件または撮像対象の状態あるいは前記カプ
セル内視鏡の状態を特定する条件に関する少なくとも一つの検査情報を取得し、前記画像
データを関連付けて記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された各画像データに付与され
ている各検査情報のうちの少なくとも１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶された各画
像データの再生表示の要否を決定し、再生対象の画像データを表示部に表示させる画像再
生制御部と、を有する。
【０００７】
　本発明の他の態様のカプセル内視鏡システムは、被検体の体腔内を撮像して画像データ
を取得する撮像部を備え、画像データを出力することが可能なカプセル内視鏡と、前記カ
プセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を取得し、
前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された各画像データに
付与されている各検査情報のうちの少なくとも１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶さ
れた各画像データの再生表示の要否を決定し、再生対象の画像データを表示部に表示させ
る画像再生制御部と、前記撮像部により取得された任意の画像データに対してマーキング
を行うことが可能なマーキング指示部と、を有し、前記画像再生制御部は、前記記憶部に
記憶された各画像データに付与されている情報に基づき、前記記憶部に記憶された各画像
データのうち、前記マーキング指示部によりマーキングされた画像データと、当該マーキ
ングされた画像データの前後に取得された所定の数の画像データと、からなる画像データ
群のみを選択し、選択された画像データ群のみを連続して再生表示させる。
【０００８】
　本発明の他の態様のカプセル内視鏡システムは、被検体の体腔内を撮像して画像データ
を取得する撮像部を備え、画像データを出力することが可能なカプセル内視鏡と、前記カ
プセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を取得し、
前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された各画像データに
付与されている各検査情報のうちの少なくとも１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶さ
れた各画像データの再生表示の要否を決定し、再生対象の画像データを表示部に表示させ
る画像再生制御部と、前記撮像部により取得された任意の画像データに対してマーキング
を行うことが可能なマーキング指示部と、を有し、前記記憶部に記憶された各画像データ
が前記画像再生制御部により時系列順に再生表示される際の起点となる１つの画像データ
を、前記マーキング指示部によりマーキングされた画像データ群に含まれる各画像データ
の中から選択及び設定することができる。
【０００９】
　本発明の他の態様のカプセル内視鏡システムは、被検体の体腔内を撮像して画像データ
を取得する撮像部を備え、画像データを出力することが可能なカプセル内視鏡と、前記カ
プセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を取得し、
前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された各画像データに
付与されている各検査情報のうちの少なくとも１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶さ
れた各画像データの再生表示の要否を決定し、再生対象の画像データを表示部に表示させ
る画像再生制御部と、を有し、前記カプセル内視鏡の前記撮像部は、水中で重力方向に対
して特定の方向を撮像できるように構成されており、前記検査情報には、前記カプセル内
視鏡の撮像方向が含まれる。
【００１０】
　本発明の他の態様のカプセル内視鏡システムは、被検体の体腔内を撮像して画像データ
を取得する撮像部を備え、画像データを出力することが可能なカプセル内視鏡と、前記カ
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プセル内視鏡が画像データを取得した条件に関する少なくとも一つの検査情報を取得し、
前記画像データを関連付けて記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された各画像データに
付与されている各検査情報のうちの少なくとも１つの情報に基づき、前記記憶部に記憶さ
れた各画像データの再生表示の要否を決定し、再生対象の画像データを表示部に表示させ
る画像再生制御部と、前記カプセル内視鏡の位置及び／または向きを検出する検出部と、
を有し、前記検査情報には、前記カプセル内視鏡の撮像方向が含まれる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明におけるカプセル内視鏡システムによれば、カプセル内視鏡により得られた画像
を観察する読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施例のカプセル内視鏡システムの要部の一例を示す図。
【図２】検査室内の表示装置に表示されるカプセル内視鏡のステータス画面の一例を示す
図。
【図３】検査室内の表示装置に表示される体位入力画面の一例を示す図。
【図４】読影室内の端末装置に表示される再生表示画面の一例を示す図。
【図５】第１の実施例における画像再生モードの一例を説明するための図。
【図６】第１の実施例における画像再生モードの、図５とは異なる第１の変形例を説明す
るための図。
【図７】一時停止期間中の表示態様の一例を示す図。
【図８】一時停止期間中の表示態様の、図７とは異なる例を示す図。
【図９】一時停止期間中の表示態様の、図７及び図８とは異なる例を示す図。
【図１０】第１の実施例における画像再生モードの、図５及び図６とは異なる第３の変形
例を説明するための図。
【図１１】第２の実施例における画像再生モードの一例を説明するための図。
【図１２】第３の実施例における画像再生モードの一例を説明するための図。
【図１３】第８の実施例におけるキャプチャリスト画面の表示態様の一例を示す図。
【図１４】第８の実施例におけるキャプチャリスト画面の表示態様の、図１３とは異なる
例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００１４】
（第１の実施例）
　図１から図１０は、本発明の第１の実施例に係るものである。
【００１５】
　図１は、本実施例のカプセル内視鏡システムの要部の一例を示す図である。
【００１６】
　カプセル内視鏡システム１は、図１に示すように、カプセル内視鏡２と、磁界発生装置
３と、信号受信部４と、表示装置５と、操作入力部６と、制御部７と、インターフェース
部（以降、ＩＦ部と略記する。）８と、を検査室内に設けて構成されている。
【００１７】
　また、カプセル内視鏡システム１は、図１に示すように、ＩＦ部１０と、端末装置１１
と、入力装置１２と、ＩＦ部１３と、外部記憶装置１４とを、読影室内に設けて構成され
ている。
【００１８】
　さらに、カプセル内視鏡システム１は、ＩＦ部８及びＩＦ部１０に対してそれぞれ着脱
可能であるとともに、検査室内のＩＦ部８を介して出力される種々の情報を記憶し、記憶
した情報を読影室内のＩＦ部１０を介して端末装置１１へ出力することが可能な（メモリ
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カード等からなる）可搬型記憶媒体９を有して構成されている。
【００１９】
　カプセル内視鏡２は、カプセル型の筐体を有して構成されており、被検者が嚥下するこ
とにより消化管内に配置される。なお、本実施例及び以降の各実施例においては、カプセ
ル内視鏡の比重が適切に設定されているとともに、消化管内の水中、すなわち、消化管内
に存在する体液、被検体の外部から注入された生理食塩水あるいは水等の中における誘導
観察が可能なタイプのカプセル内視鏡を例に挙げて説明を行うものとする。
【００２０】
　また、カプセル内視鏡２は、体腔内の被写体を撮像して画像データを取得する撮像部（
図示せず）、及び、被写体に照明光を照射するＬＥＤ等からなる照明部（図示せず）を、
カプセル型の筐体の長軸方向の両端側（前端側及び後端側）に１つずつ設けて構成されて
いる。すなわち、カプセル内視鏡２は、カプセル型の筐体の長軸方向の両端側に１つずつ
設けられた撮像部により、相互に視野方向の異なる２枚分の画像データを取得することが
できる。
【００２１】
　また、カプセル内視鏡２は、体腔内の被写体を撮像して画像データを取得する際に、取
得した画像データ間の明るさのばらつきを抑制するための調光動作を行っている。具体的
には、カプセル内視鏡２は、例えば調光回路等において、前回取得した画像データの明る
さが所定値以上である場合にはＬＥＤの発光時間を前回の画像データ取得時よりも短くし
、かつ、前回取得した画像データの明るさが所定値未満である場合にはＬＥＤの発光時間
を前回の画像データ取得時よりも長くするような調光動作を常時行っている。
【００２２】
　さらに、カプセル内視鏡２は、固定配置された永久磁石（図示せず）を内部に有して構
成されている。そのため、操作入力部６の操作に応じて磁界発生装置３から発せられる誘
導磁界と、カプセル内視鏡２の永久磁石から発せられる磁界と、の間の相互作用により、
カプセル内視鏡２の移動方向、回転方向、及び、撮像方向をそれぞれ変化させることがで
きる。
【００２３】
　一方、カプセル内視鏡２は、１枚分（１フレーム分）の画像データを撮像する際に要し
たＬＥＤの発光時間（照明光の照射時間）に関する情報等の付加情報を各画像データのヘ
ッダ部に付与する情報付与部（図示せず）、及び、付加情報を付与された画像データを無
線信号に変換して外部へ出力する信号送信部（図示せず）を有して構成されている。
【００２４】
　磁界発生装置３は、体腔内に配置されたカプセル内視鏡２の周りを囲むように配置され
、操作入力部６の操作に応じた誘導磁界を発生可能に構成されている。
【００２５】
　信号受信部４は、カプセル内視鏡２から出力される無線信号を受信可能なアンテナ等を
有して構成されており、前記無線信号に基づく画像データを表示装置５及び制御部７へ出
力する。
【００２６】
　操作入力部６は、磁界発生装置３から発せられる誘導磁界の強度及び向きを操作するこ
とにより、カプセル内視鏡２の位置及び／または向き（姿勢）を能動的に変化させること
が可能なカプセル内視鏡操作装置（図示せず）を有して構成されている。
【００２７】
　具体的には、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置には、例えば、カプセル内視鏡２
の２つの撮像部のうち、カプセル内視鏡２の向きの基準となる一方の撮像部を選択するた
めの基準方向選択スイッチが設けられている。
【００２８】
　また、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置には、例えば、誘導磁界の発生のオンオ
フを切り替えることが可能な、磁界オンオフスイッチが設けられている。また、操作入力
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部６のカプセル内視鏡操作装置には、例えば、カプセル内視鏡を水面に配置させた状態に
おいて、水面からの観察を行う水面モード、または、水底からの観察を行う水底モードの
いずれかにカプセル内視鏡２の誘導モードを変更可能な誘導モード切替スイッチが設けら
れている。
【００２９】
　なお、前述の水面モードは、カプセル内視鏡２を水底に沈ませるために必要な強度を具
備する鉛直方向の磁界がカプセル内視鏡２に対して印加されないように磁界発生装置３を
動作させるモードである。また、前述の水底モードは、カプセル内視鏡２の少なくとも一
部が水中に沈む程度の強度を具備する鉛直方向の磁界を印加するように磁界発生装置３を
動作させるモードである。
【００３０】
　また、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置には、例えば、カプセル内視鏡２自身を
基準とした座標系、または、カプセル内視鏡２の外部に配置されたベッド（図示せず）を
基準とした座標系のいずれかにカプセル内視鏡２の操作に用いる座標系を変更可能な操作
座標系切り替えスイッチが設けられている。
【００３１】
　また、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置には、例えば、オンオフに応じて磁界発
生装置３から発生される誘導磁界の強度の上限を変更することにより、カプセル内視鏡２
の移動速度を高速または通常のいずれかに設定可能な高速移動スイッチが設けられている
。
【００３２】
　また、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置には、例えば、表示装置５にリアルタイ
ムに表示される画像を見ながら、注目部位に相当する画像データ等の任意の画像データに
対してマーキングを行うことが可能なキャプチャスイッチが設けられている。
【００３３】
　さらに、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置には、カプセル内視鏡２の位置及び／
または向き（姿勢）を能動的に変化させることが可能なスイッチ群として、前進／後進ス
イッチ、垂直上昇／垂直下降スイッチ、水平移動スイッチ、上下左右の４方向に個別に対
応する平行移動スイッチ、及び、ピッチ・ロール・ヨー方向の向きを個別に変更可能な向
き変更スイッチ等が設けられている。
【００３４】
　そして、操作入力部６は、カプセル内視鏡操作装置の各部においてなされた操作履歴（
操作内容）、及び、当該操作履歴（操作内容）に応じて磁界発生装置３から発せられた磁
界の出力履歴（出力状態）を含むカプセル内視鏡操作情報を制御部７へ出力する。
【００３５】
　なお、本実施例においては、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置における向き変更
スイッチの操作履歴に関する情報の代わりに、カプセル内視鏡２のピッチ・ロール・ヨー
方向の向きを直接検出した検出結果に関する情報がカプセル内視鏡操作情報に含まれるも
のであってもよい。
【００３６】
　一方、操作入力部６は、表示装置５に表示される各種画面のＧＵＩに対する操作を行う
ことが可能なキーボード等の入力装置（図示せず）を有して構成されている。
【００３７】
　制御部７は、ＣＰＵ等を有して構成されており、後述のステータス画面及び体位入力画
面等のＧＵＩを表示装置５に表示させるための制御、及び、ＧＵＩに対する操作に基づい
て表示装置５に表示される画面を遷移させるための制御等を行う。さらに、制御部７は、
操作入力部６から出力されるカプセル内視鏡操作情報に基づき、ＧＵＩの表示態様を変更
させるための制御を表示装置５に対して行う。
【００３８】
　また、制御部７は、操作入力部６から出力されるカプセル内視鏡操作情報、及び、後述
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の体位入力画面における被検体の体位の選択履歴に関する体位選択情報等の付加情報を信
号受信部４から出力される各画像データのヘッダ部に付与してＩＦ部８へ出力する。すな
わち、制御部７からＩＦ部８へ出力される画像データのヘッダ部には、当該画像データを
撮像する際に要したカプセル内視鏡２内のＬＥＤの発光時間の情報と、当該画像データを
撮像する際にカプセル内視鏡２に対して行った操作履歴（操作内容）の情報に相当する内
視鏡操作情報と、当該画像データを撮像する際に被検者がとっていた体位の情報に相当す
る体位選択情報と、を含む付加情報が付与されている。
【００３９】
　そして、制御部７によりヘッダ部に付加情報が付与された状態の画像データが、ＩＦ部
８に接続された可搬型記憶媒体９に順次（時系列的に）記憶される。
【００４０】
　一方、モニタ等からなる表示装置５には、磁界発生装置３の動作状態に基づいて推定さ
れるカプセル内視鏡２の姿勢、及び、信号受信部４から出力される画像データを含む情報
を併せてリアルタイムに確認することが可能な、例えば図２に示すようなカプセル内視鏡
２のステータス画面が表示される。
【００４１】
　図２は、検査室内の表示装置に表示されるカプセル内視鏡のステータス画面の一例を示
す図である。
【００４２】
　具体的には、被検体の現在の体位を示す体位情報５ａと、カプセル内視鏡２の高速移動
モードのオンオフを示す高速移動インジケータ５ｂと、カプセル内視鏡２が水面モード、
水底モードまたは磁界オフのどれで操作されているかを示す誘導モード情報５ｃと、磁界
発生装置３の動作状態に基づいて推定されるカプセル内視鏡２の姿勢を示す姿勢情報５ｄ
と、カプセル内視鏡２の一方の撮像部により取得された画像データ５ｅと、カプセル内視
鏡２の他方の撮像部により取得された画像データ５ｆと、を含むカプセル内視鏡２のステ
ータス画面が表示装置５に表示される。
【００４３】
　高速移動インジケータ５ｂは、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置の高速移動スイ
ッチのオンオフ状態に連動して点灯または消灯する。具体的には、高速移動インジケータ
５ｂは、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置の高速移動スイッチがオンされている場
合に点灯し、かつ、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置の高速移動スイッチがオフさ
れている場合に消灯する。
【００４４】
　また、操作入力部６のカプセル内視鏡操作装置の誘導モード切替スイッチにおける選択
状態に応じ、「水面モード」、「水底モード」、または、「磁界オフ」のいずれかを示す
文字列または記号等が誘導モード情報５ｃとして表示される。
【００４５】
　ここで、検査室内の操作者が操作入力部６を操作して体位情報５ａの表示箇所をカーソ
ル等で指定することにより、表示装置５に表示される画面が図２のステータス画面から図
３に例示するような体位入力画面へ遷移する。
【００４６】
　図３は、検査室内の表示装置に表示される体位入力画面の一例を示す図である。
【００４７】
　その後、検査室内の操作者は、カプセル内視鏡２を嚥下した被検体の体位を目視しなが
ら操作入力部６を操作することにより、図３の体位入力画面に表示されている複数の体位
の中から１つの体位を選択する。そして、操作者の所望の１つの体位が選択されると、図
３の体位入力画面から図２のステータス画面へ画面が遷移する。
【００４８】
　なお、図３に示した体位入力画面の「×」ボタンは、「体位なし」に相当するものであ
り、例えば、磁界発生装置３から誘導磁界が発せられていないような状況（磁界オンオフ
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スイッチにより磁界オフの状態が選択されている場合）において選択され得る。また、図
３に示した体位入力画面の「Ｃａｎｃｅｌ」ボタンは、例えば、直前に選択していた体位
のまま図２のステータス画面へ画面を遷移させる場合において選択され得る。さらに、図
３に示した体位入力画面によれば、例えば、左側臥位、背臥位、及び、右側臥位のような
、実際の検査において比較的高い頻度で選択される体位が画面の中央部（及びその近傍）
にまとめて表示される。
【００４９】
　なお、図２に示したステータス画面、及び、図３に示した体位入力画面のＧＵＩは、例
えば、表示装置５及び制御部７がタッチパネル機能に適応している場合には、常に操作入
力部６を介して操作されるものに限らず、指等により表示装置５の表面に直接触れること
で操作されるものであっても良い。
【００５０】
　一方、検査室内のＩＦ部８から取り外された可搬型記憶媒体９が読影室内のＩＦ部１０
に装着されることにより、可搬型記憶媒体９に記憶された各画像データを端末装置１１へ
出力可能な状態になる。
【００５１】
　端末装置１１は、可搬型記憶媒体９から出力される画像データに対して画像処理を施す
画像処理部１１ａと、制御部１１ｂと、制御部１１ｂの制御に応じた画面表示を行う表示
部１１ｃと、を有している。
【００５２】
　制御部１１ｂは、ＣＰＵ等を有して構成されており、各画像データのヘッダ部に付与さ
れている付加情報に含まれる各情報のうちの少なくとも１つの情報に基づき、可搬型記憶
媒体９から出力される各画像データの分類（抽出）を行う。そして、再生制御部としての
機能を備えた制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データの分類（抽
出）結果と、後述の再生モード切替スイッチ１２１の切り替え状態と、に基づき、画像デ
ータの再生表示の要否の決定等に関する種々の処理を行う。なお、このような処理の詳細
については、後程述べるものとする。
【００５３】
　制御部１１ｂは、後述の再生表示画面等のＧＵＩを表示部１１ｃに表示させるための制
御、及び、ＧＵＩに対する操作に基づいて表示部１１ｃに表示される画面を遷移させるた
めの制御等を行う。さらに、制御部１１ｂは、入力装置１２においてなされた入力操作に
基づき、ＧＵＩの表示態様を変更させるための制御を表示部１１ｃに対して行う。
【００５４】
　また、制御部１１ｂは、入力装置１２の操作により必要に応じて入力される後述のコメ
ントと、可搬型記憶媒体９から出力される画像データと、を関連付けた状態でＩＦ部１３
へ出力する。
【００５５】
　入力装置１２は、キーボード及び複数のスイッチ等を具備して構成されており、端末装
置１１に対する指示等を入力することができる。
【００５６】
　外部記憶装置１４は、制御部１１ｂにより関連付けられた画像データ及びコメントを後
述のように保存することができるともに、ＩＦ部１３に対して着脱自在なＨＤＤ（ハード
ディスクドライブ）等を有して構成されている。
【００５７】
　一方、モニタ等からなる端末装置１１の表示部１１ｃには、可搬型記憶媒体９に記録さ
れた各画像データを取得した際の周辺情報を参照しながら、前記各画像データの再生表示
を行うことが可能な、例えば図４に示すような再生表示画面が表示される。
【００５８】
　図４は、読影室内の端末装置に表示される再生表示画面の一例を示す図である。
【００５９】
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　具体的には、カプセル内視鏡２の一方の撮像部により取得された画像データ１１１と、
カプセル内視鏡２の他方の撮像部により取得された画像データ１１２と、一組の画像デー
タ１１１及び１１２が取得された際の被検体の体位を示す体位情報１１３と、一組の画像
データ１１１及び１１２が取得された際のカプセル内視鏡２の高速移動モードのオンオフ
を示す高速移動インジケータ１１４と、一組の画像データ１１１及び１１２が取得された
際にカプセル内視鏡２が水面モード、水底モードまたは誘導モードオフのどれで操作され
ていたかを示す誘導モード情報１１５と、一組の画像データ１１１及び１１２が取得され
た際のカプセル内視鏡２の姿勢を示す姿勢情報１１６と、を含む再生表示画面が表示部１
１ｃに表示される。
【００６０】
　なお、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付与されている付加
情報の読み込み結果に基づく制御を制御部１１ｂが行うことにより、体位情報１１３、高
速移動インジケータ１１４、誘導モード情報１１５、及び、姿勢情報１１６を表示部１１
ｃに表示させることができる。
【００６１】
　一方、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データの枚数（フレー
ム数）に基づき、現在表示されている画像データ１１１及び１１２が先頭から何枚目（何
フレーム目）の画像であるかを示す画像番号Ｐ１及びＰ２を表示部１１ｃの再生表示画面
上に表示させる。
【００６２】
　また、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付
与されている付加情報の読み込み結果に基づき、再生表示画面上に表示されるスケール切
替スイッチ１１７の操作に応じたスケールを、画像データ１１１の近傍に位置する領域Ｓ
Ｃ１及びＳＣ２に表示させるための制御を行う。
【００６３】
　具体的には、制御部１１ｂは、スケール切替スイッチ１１７の操作により切り替え可能
な第１の種類のスケールとして、例えば、重力方向を０°とした場合においてカプセル内
視鏡２がチルトする角度に相当するスケールを表示部１１ｃの再生表示画面上の領域ＳＣ
１に表示させるとともに、被検体の頭頂側が０°となり、かつ、被検体の足先側が１８０
°となるようなスケールを表示部１１ｃの再生表示画面上の領域ＳＣ２に表示させる。
【００６４】
　また、制御部１１ｂは、スケール切替スイッチ１１７の操作により切り替え可能な第２
の種類のスケールとして、例えば、重力方向を０°とした場合においてカプセル内視鏡２
がチルトする角度に相当するスケールを表示部１１ｃの再生表示画面上の領域ＳＣ１に表
示させるとともに、検査室の操作者の位置から見て正面方向が０°となり、かつ、検査室
の操作者の背面方向が１８０°となるようなスケールを表示部１１ｃの再生表示画面上の
領域ＳＣ２に表示させる。
【００６５】
　なお、前述の第１の種類のスケールは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データ
のヘッダ部に付与されている付加情報の読み込み結果に基づいて生成可能である。また、
前述の第２の種類のスケールは、予め入力された検査室内の操作者の位置に関する情報と
、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付与されている付加情報の
読み込み結果と、を比較参照することにより生成可能である。
【００６６】
　また、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付
与されている付加情報の読み込み結果に基づき、画像データの取得に伴う誘導モードの時
間経過を示す誘導モードバーＧＢを再生表示画面上に表示させる。
【００６７】
　再生表示画面上の誘導モードバーＧＢは、例えば図４に示すように、水面モードが選択
されている期間と、水底モードが選択されている期間と、誘導モードがオフされている期
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間と、を読影者が視認できるように色分けされた状態で表示される。
【００６８】
　一方、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付
与されている付加情報の読み込み結果に基づき、画像データの取得に伴う被検体の体位の
時間経過を示す体位バーＢＢを再生表示画面上に表示させる。
【００６９】
　再生表示画面上の体位バーＢＢは、例えば図４に示すように、体位なしの期間と、第１
の体位（左側臥位）をとっている期間と、第２の体位（背臥位）をとっている期間と、第
３の体位（右側臥位）をとっている期間と、を読影者が視認できるように色分けされた状
態で表示される。
【００７０】
　また、制御部１１ｂは、再生表示画面上の誘導モードバーＧＢ及び体位バーＢＢの近傍
に、一組の画像データ１１１及び１１２の再生表示に関する操作が可能なＧＵＩとしての
、画像再生操作ボタン群１１８を表示させる。さらに、制御部１１ｂは、再生表示画面上
の誘導モードバーＧＢの近傍に、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データの全再生
時間に対する現在の再生時間を示す、タイムバーＴＢを表示させる。
【００７１】
　再生表示画面上の画像再生操作ボタン群１１８には、一時停止ボタン、再生ボタン（順
方向及び逆方向）、早送りボタン、及び、巻き戻しボタンに加え、順方向の頭出しボタン
ＦＣと、逆方向の頭出しボタンＲＣと、が設けられている。
【００７２】
　順方向の頭出しボタンＦＣは、現在の再生時間の直後において誘導モードの切り替わり
（水面モード→水底モード、または、水底モード→水面モード）が生じたタイミングまで
再生時間を進める機能を有している。
【００７３】
　逆方向の頭出しボタンＲＣは、現在の再生時間の直前において誘導モードの切り替わり
（水面モード→水底モード、または、水底モード→水面モード）が生じたタイミングまで
再生時間を戻す機能を有している。
【００７４】
　一方、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付
与されている付加情報の読み込み結果に基づき、操作入力部６のキャプチャボタンの操作
によりマーキングされた画像データ群を、二枚一組で表示部１１ｃの再生表示画面上の領
域ＣＰ内に表示させる。なお、領域ＣＰ内に表示される各画像データの近傍には、先頭か
ら何枚目（何フレーム目）の画像であるかを示す画像番号と、各画像データを取得したタ
イミングに相当する再生時間と、が表示されるものとする。
【００７５】
　制御部１１ｂは、操作入力部６のキャプチャボタンの操作によりマーキングされた一組
の画像データ毎にコメントの入力を可能とするためのコメントボタン１１９を再生表示画
面上に表示させる。
【００７６】
　ここで、制御部１１ｂは、入力装置１２の操作によりコメントボタン１１９が押下され
たことを検出すると、表示部１１ｃに表示される画面を、図４の再生表示画面からコメン
ト入力画面（図示せず）へ遷移させるための制御を行う。
【００７７】
　そして、制御部１１ｂは、コメント入力画面において入力されたコメントと、マーキン
グ済の一組の画像データと、を相互に関連付けた状態で、ＩＦ部１３に接続されたＨＤＤ
（ハードディスクドライブ）等の外部記憶装置１４に保存させるようにする。具体的には
、制御部１１ｂは、コメント入力画面において入力されたコメントを含むテキストファイ
ルと、マーキング済の一組の画像データに対応する２枚の画像ファイルと、を外部記憶装
置１４の同一フォルダ内に保存（格納）させるようにする。
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【００７８】
　なお、操作入力部６のキャプチャボタンの操作によりマーキングされた画像データ群の
うち、コメントボタン１１９の押下等により予めコメントが入力された一または複数組の
画像データが再生表示画面上に表示される場合には、コメント入力済であることを読影者
が視認できるように、コメントマーク１２０が各画像データ毎に付与されるものとする。
【００７９】
　また、制御部１１ｂは、時系列順に画像を再生してゆく通常の画像再生モードとは異な
る、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データの分類結果に基づく特殊な画像再生モ
ードをオンまたはオフするための再生モード切替ボタン１２１を再生表示画面上に表示さ
せる。
【００８０】
　ここで、本実施例において、再生モード切替ボタン１２１がオン状態である場合にどの
ように画像の再生が行われるかについて説明を行う。なお、本実施例においては、再生モ
ード切替ボタン１２１の押下に応じ、オフ状態、精査モードオン状態、及び、遠景モード
オン状態の３つの状態がトグル式に切り替わるようになっているものとして説明を行う。
また、再生モード切替ボタン１２１がオフ状態である場合には、通常の画像再生モードに
設定され、すなわち、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データが時系列順に再生さ
れるものとする。
【００８１】
　制御部１１ｂは、各画像データのヘッダ部の付加情報に含まれる情報である、１枚分（
１フレーム分）の画像データを撮像する際に要したＬＥＤの発光時間の情報に基づき、Ｌ
ＥＤの発光時間が所定の閾値ＴＨ１（例えば５ミリ秒）未満である画像データを（撮像位
置が腸壁または胃壁等の体壁に近い）近接画像群として分類し、さらに、ＬＥＤの発光時
間が前記所定の閾値ＴＨ１以上である画像データを（撮像位置が腸壁または胃壁等の体壁
から遠い）遠景画像群として分類する。
【００８２】
　そして、制御部１１ｂは、再生モード切替ボタン１２１が精査モードオン状態に切り替
えられていることを検出すると、近接画像群として分類した画像データのみを時系列順に
連結して連続再生する。また、制御部１１ｂは、再生モード切替ボタン１２１が遠景モー
ドオン状態に切り替えられていることを検出すると、遠景画像群として分類した画像デー
タのみを時系列順に連結して連続再生する。
【００８３】
　図５は、第１の実施例における画像再生モードの一例を説明するための図である。
【００８４】
　具体的には、例えば図５に示すような状態として、複数の近接画像群として分類された
画像データと、複数の遠景画像群として分類された画像データと、が混在している場合に
、精査モードがオン状態になると、近接画像群Ａの画像データが全て再生され、その後連
続して近接画像群Ｂの画像データが全て再生され、その後連続して近接画像Ｃのカプセル
画像が全て再生される。このような場合において、遠景画像群Ａ、及び、遠景画像群Ｂと
して分類された各画像データは、再生されないこととなる。
【００８５】
　また、例えば図５に示すような状態として、複数の近接画像群として分類された画像デ
ータと、複数の遠景画像群として分類された画像データと、が混在している場合に、遠景
モードがオン状態になると、遠景画像群Ａの画像データが全て再生され、その後連続して
遠景画像群Ｂの画像データが全て再生される。このような場合において、近接画像群Ａ、
近接画像群Ｂ、及び、近接画像群Ｃとして分類された各画像データは、再生されないこと
となる。
【００８６】
　なお、本実施例の制御部１１ｂは、前述した精査モード及び遠景モードのいずれかがオ
ン状態である場合に、腸壁または胃壁等の体壁と撮像位置との間のおおよその距離を読影
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者が認識できるように、ＬＥＤの発光時間に関する情報を再生表示画面上に表示させても
よい。
【００８７】
　以上に述べたような本実施例によれば、例えば、精査モードをオン状態にすることによ
り、近接画像群として分類された画像データのみを再生して観察することができるため、
読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。また、以上に述べたような本実
施例によれば、例えば、遠景モードにより画像データを再生しながら注目部位を抽出した
後、当該抽出した注目部位の画像データのみを精査モードにより再生して観察することが
できるため、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【００８８】
　なお、本実施例によれば、例えば、１つの画像群に属する各画像データの再生が終了す
る毎に、画像データの再生が一時停止されるものであってもよい。
【００８９】
　図６は、第１の実施例における画像再生モードの、図５とは異なる第１の変形例を説明
するための図である。
【００９０】
　具体的には、例えば図６に示すような状態として、複数の近接画像群として分類された
画像データと、複数の遠景画像群として分類された画像データと、が混在している場合に
、精査モードがオン状態になると、近接画像群Ａの画像データが全て再生された直後に１
回目の一時停止期間に入り、該１回目の一時停止期間を経て近接画像群Ｂの画像データが
全て再生された直後に２回目の一時停止期間に入り、該２回目の一時停止期間を経て近接
画像群Ｃの画像データが全て再生される。
【００９１】
　また、例えば図６に示すような状態として、複数の近接画像群として分類された画像デ
ータと、複数の遠景画像群として分類された画像データと、が混在している場合に、遠景
モードがオン状態になると、遠景画像群Ａの画像データが全て再生された直後に１回目の
一時停止期間に入り、該１回目の一時停止期間を経て遠景画像群Ｂの画像データが全て再
生される。
【００９２】
　なお、一時停止期間は、一定時間が経過した際に終了するものであってもよく、または
、入力装置１２の所定のスイッチ等を読影者が操作した際に終了するものであってもよい
。
【００９３】
　図７は、一時停止期間中の表示態様の一例を示す図である。
【００９４】
　また、一時停止期間中において、一時停止期間に入る直前に表示されていた最後の画像
データが表示され続けてもよく、または、例えば図７に示すように、一時停止期間に入る
直前に表示されていた最後の画像データがハイライト表示されてもよい。
【００９５】
　図８は、一時停止期間中の表示態様の、図７とは異なる例を示す図である。図９は、一
時停止期間中の表示態様の、図７及び図８とは異なる例を示す図である。
【００９６】
　また、例えば図８及び図９に示すように、一時停止期間中であること示すための一時停
止マークが、一時停止期間に入る直前に表示されていた最後の画像データの内部、または
、一時停止期間に入る直前に表示されていた最後の画像データの外部の近傍のいずれかに
表示されるものであってもよい。
【００９７】
　以上に述べたような本実施例の第１の変形例によれば、時間的に不連続な画像データが
再生されることを読影者に認識させることができるため、読影者の拘束時間を従来に比べ
て短縮することができるとともに、シーンの切り替わりに応じた誤認識が生じ難いように
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画像データを再生表示させることができる。
【００９８】
　また、本実施例によれば、例えば、精査モードと遠景モードとの間において、画像デー
タの再生速度が別々に設定されるものであってもよい。
【００９９】
　具体的には、制御部１１ｂは、精査モードがオン状態である場合には、ＬＥＤの発光時
間に対して反比例する速度に画像データの再生速度を設定し、かつ、遠景モードがオン状
態である場合には、ＬＥＤの発光時間に対して比例する速度に画像データの再生速度を設
定する。
【０１００】
　前述のように再生速度を設定することにより、例えば精査モードにおいては、体壁から
比較的近い位置で撮像した画像データが相対的に遅い速度で再生され、かつ、体壁から比
較的遠い位置で撮像した画像データが相対的に速い速度で再生される。
【０１０１】
　また、前述のように再生速度を設定することにより、例えば遠景モードにおいては、体
壁から比較的近い位置で撮像した画像データが相対的に速い速度で再生され、かつ、体壁
から比較的遠い位置で撮像した画像データが相対的に遅い速度で再生される。
【０１０２】
　以上に述べたような本実施例の第２の変形例によれば、精査モードにおいて、カプセル
内視鏡の臓器内での位置が把握し易く、さらに、次の観察候補となる部位を予め確認する
ことができるため、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０１０３】
　また、以上に述べたような本実施例の第２の変形例によれば、遠景モードにおいて、詳
細な観察が必要であると考えられる部位を抽出でき、さらに、抽出した各部位をすばやく
観察することができるため、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０１０４】
　一方、本実施例によれば、例えば、特に精査モードにおいて、体壁からの距離に応じて
画像群単位で画像データの再生順を入れ替えるようにしてもよい。
【０１０５】
　図１０は、第１の実施例における画像再生モードの、図５及び図６とは異なる第３の変
形例を説明するための図である。
【０１０６】
　具体的には、例えば図１０に示すような状態として、複数の近接画像群として分類され
た画像データと、複数の遠景画像群として分類された画像データと、が混在している場合
に、精査モードがオン状態になると、制御部１１ｂは、近接画像群Ａ、Ｂ及びＣを構成す
る各画像データの付加情報に基づき、近接画像群Ａの各画像データを得た際の最短のＬＥ
Ｄの発光時間ＥＴ１を検出し、近接画像群Ｂの各画像データを得た際の最短のＬＥＤの発
光時間ＥＴ２を検出し、近接画像群Ｃの各画像データを得た際の最短のＬＥＤの発光時間
ＥＴ３を検出する。
【０１０７】
　そして、制御部１１ｂは、図１０に例示したような場合において、近接画像群Ａ～Ｃに
おける最短のＬＥＤの発光時間同士の比較結果がＥＴ２＜ＥＴ３＜ＥＴ１であることを検
出すると、近接画像群Ｂ→近接画像群Ｃ→近接画像群Ａの順番に画像データが連続再生さ
れるように再生順を入れ替える。そして、このような制御部１１ｂの処理により、複数の
近接画像群の再生順が、ＬＥＤの発光時間の短い順、すなわち、体壁からの距離が近い順
に入れ替えられる。
【０１０８】
　なお、本実施例の制御部１１ｂは、近接画像群Ｂの再生中に発光時間ＥＴ２の値を表示
させ、近接画像群Ｃの再生中に発光時間ＥＴ３の値を表示させ、近接画像群Ａの再生中に
発光時間ＥＴ１の値を表示させるための制御を行うものであってもよい。
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【０１０９】
　以上に述べたような本実施例の第３の変形例によれば、精査モードにおいて、体壁から
の距離が次第に遠くなるように画像データが再生されるため、読影者の拘束時間を従来に
比べて短縮することができるとともに、シーンの切り替わりに応じた違和感が生じ難いよ
うに画像データを再生表示させることができる。
【０１１０】
（第２の実施例）
　続いて、本発明の第２の実施例について説明を行う。図１１は、本発明の第２の実施例
に係るものである。
【０１１１】
　なお、本実施例においては、第１の実施例と同様の構成等を有する部分に関する詳細な
説明を省略する。また、以降においては、第１の実施例と異なる部分である、再生モード
切替ボタン１２１の機能、制御部１１ｂにおける画像データの分類（抽出）方法、及び、
分類（抽出）結果に基づく画像データの再生方法について主に述べる。
【０１１２】
　ここで、本実施例において、再生モード切替ボタン１２１がオン状態である場合にどの
ように画像の再生が行われるかについて説明を行う。なお、本実施例においては、再生モ
ード切替ボタン１２１の押下に応じ、オフ状態、及び、キャプチャ近傍画像モードオン状
態の２つの状態がトグル式に切り替わるようになっているものとして説明を行う。
【０１１３】
　制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部の付加情報
に含まれる情報である、キャプチャスイッチの操作履歴に基づき、マーキングされたキャ
プチャ画像データと、当該キャプチャ画像データの前後に取得された所定の枚数分（例え
ば前後それぞれ５枚分）の画像データと、を含むキャプチャ近傍画像群を抽出する。
【０１１４】
　図１１は、第２の実施例における画像再生モードの一例を説明するための図である。
【０１１５】
　具体的には、例えば図１１に示すように、可搬型記憶媒体９から出力される各画像デー
タの中にキャプチャ画像が４枚分（４フレーム分）ある場合には、この４枚分（４フレー
ム分）のキャプチャ画像にそれぞれ対応するキャプチャ近傍画像群ＣＧ１～ＣＧ４が抽出
される。
【０１１６】
　そして、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのうち、キャ
プチャ近傍画像群ＣＧ１～ＣＧ４に属する画像データのみを時系列順に連結して連続再生
する。すなわち、キャプチャ近傍画像モードがオン状態になると、キャプチャ近傍画像群
ＣＧ１の画像データが全て再生され、その後連続してキャプチャ近傍画像群ＣＧ２の画像
データが全て再生され、その後連続してキャプチャ近傍画像群ＣＧ３のカプセル画像が全
て再生され、その後連続してキャプチャ近傍画像群ＣＧ４のカプセル画像が全て再生され
る。
【０１１７】
　なお、キャプチャ近傍画像群の再生表示中に、例えば、当該キャプチャ近傍画像群に属
するキャプチャ画像がハイライト表示等されてもよい。
【０１１８】
　また、キャプチャ近傍画像群の再生表示中に、例えば、入力装置１２の操作に応じたマ
ーキングが行われることにより、新たにキャプチャ画像が追加されるものであってもよい
。
【０１１９】
　以上に述べたような本実施例によれば、検査者が注目部位に相当すると判断した画像デ
ータ、及び、当該注目部位の近傍の画像データのみを再生して観察することができるため
、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
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【０１２０】
　なお、本実施例によれば、例えば、キャプチャ近傍画像群に属する各画像データの中か
ら、ＬＥＤの発光時間に基づいて再生表示する画像データを絞り込むようにしてもよい。
【０１２１】
　具体的には、制御部１１ｂは、キャプチャ画像データのヘッダ部の付加情報に基づき、
当該キャプチャ画像データが取得された際のＬＥＤの発光時間を基準とした、発光時間の
上限値及び下限値を設定する。そして、制御部１１ｂは、キャプチャ近傍画像群に属する
各画像データのヘッダ部の付加情報に基づき、ＬＥＤの発光時間が前述の上限値を超える
画像データと、ＬＥＤの発光時間が前述の下限値未満となる画像データと、を再生表示し
ないように設定する。
【０１２２】
　以上に述べたような本実施例の変形例によれば、検査者が注目部位に相当すると判断し
た画像データ、及び、当該注目部位の近傍かつ体壁からの距離が当該注目部位に似通った
画像データのみを再生して観察することができるため、読影者の拘束時間を従来に比べて
短縮することができる。
【０１２３】
（第３の実施例）
　続いて、本発明の第３の実施例について説明を行う。図１２は、本発明の第３の実施例
に係るものである。
【０１２４】
　なお、本実施例においては、第１乃至第２の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略する。また、以降においては、第１乃至第２の実施例と異なる部分で
ある、再生モード切替ボタン１２１の機能、制御部１１ｂにおける画像データの分類（抽
出）方法、及び、分類（抽出）結果に基づく画像データの再生方法について主に述べる。
【０１２５】
　ここで、本実施例において、再生モード切替ボタン１２１がオン状態である場合にどの
ように画像の再生が行われるかについて説明を行う。なお、本実施例においては、再生モ
ード切替ボタン１２１の押下に応じ、オフ状態、及び、体位順再生モードオン状態の２つ
の状態がトグル式に切り替わるようになっているものとして説明を行う。
【０１２６】
　制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部の付加情報
に含まれる情報である、体位選択情報に基づき、前述の体位選択画面において選択された
体位毎に画像データの分類を行う。
【０１２７】
　図１２は、第３の実施例における画像再生モードの一例を説明するための図である。
【０１２８】
　具体的には、例えば図１２に示すような状態として、左側臥位画像群として分類された
画像データと、背臥位画像群として分類された画像データと、右側臥位画像群として分類
された画像データと、が混在している場合に、体位順再生モードがオン状態になると、制
御部１１ｂは、左側臥位画像群Ａ→左側臥位画像群Ｂ→背臥位画像群Ａ→背臥位画像群Ｂ
→右側臥位画像群Ａの順に連続して画像データが再生されるようにする。
【０１２９】
　なお、体位順再生モードにおける画像データの再生順は、体位毎に画像データを分類し
た分類結果に基づいて設定されるものである限りにおいては、（例えば左側臥位画像群→
背臥位画像群→右側臥位画像群→腹臥位画像群のような、）標準的な再生順として予め設
定された固定の順番であってもよく、または、入力装置１２の操作に応じた任意の順番に
設定されるものであってもよい。
【０１３０】
　以上に述べたような本実施例によれば、体腔内の略同一の部位を撮像していると推定さ
れる画像データを連続的に再生表示することができるため、読影者の拘束時間を従来に比
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べて短縮することができる。
【０１３１】
　なお、本実施例によれば、例えば、同一の体位の画像群に属するものとして分類された
各画像データを、カプセル内視鏡の姿勢に基づいてさらに詳細に分類するものであっても
よい。
【０１３２】
　このような場合、制御部１１ｂは、前述の体位選択画面において選択された体位毎に画
像データの分類を行った後、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部の
付加情報に含まれる情報である、基準方向選択スイッチ及び向き変更スイッチの操作履歴
に基づき、体位毎に分類された画像データに対してさらに詳細な分類を行う。
【０１３３】
（第４の実施例）
　続いて、本発明の第４の実施例について説明を行う。
【０１３４】
　なお、本実施例においては、第１乃至第３の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略する。また、以降においては、第１乃至第３の実施例と異なる部分で
ある、再生モード切替ボタン１２１の機能、制御部１１ｂにおける画像データの分類（抽
出）方法、及び、分類（抽出）結果に基づく画像データの再生方法について主に述べる。
【０１３５】
　ここで、本実施例において、再生モード切替ボタン１２１がオン状態である場合にどの
ように画像の再生が行われるかについて説明を行う。なお、本実施例においては、再生モ
ード切替ボタン１２１の押下に応じ、オフ状態、及び、ぶれ画像除去モードオン状態の２
つの状態がトグル式に切り替わるようになっているものとして説明を行う。
【０１３６】
　制御部１１ｂは、ぶれ画像除去モードがオン状態になると、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのヘッダ部の付加情報に含まれるカプセル内視鏡操作情報に基づき、
磁界発生装置３から発せられた誘導磁界の単位時間あたりの変化量が所定値以上となる画
像データ、すなわち、カプセル内視鏡２の位置及び／または向きを短時間に大きく変化さ
せるような操作がなされた際に取得された画像データをぶれ量が大きな画像群として抽出
する。
【０１３７】
　そして、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのうち、ぶれ
量が大きな画像群に属する画像データをスキップしながら、ぶれ量が大きな画像群に属さ
ない画像データを時系列順に再生表示させる。
【０１３８】
　なお、制御部１１ｂは、ぶれ画像除去モードがオン状態の場合に、カプセル内視鏡操作
情報に基づいてぶれ量が大きな画像群を抽出するものに限らず、例えば、可搬型記憶媒体
９から出力される各画像データの空間周波数に応じたぶれ量を画像処理部１１ａにおいて
算出した算出結果に基づき、所定値以上のぶれ量を有する画像データをぶれ量が大きな画
像群として抽出するものであってもよい。
【０１３９】
　以上に述べたような本実施例によれば、ぶれ量の大きな画像群に属する画像データが再
生表示されなくなるため、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０１４０】
（第５の実施例）
　続いて、本発明の第５の実施例について説明を行う。
【０１４１】
　なお、本実施例においては、第１乃至第４の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略する。また、以降においては、第１乃至第４の実施例と異なる部分で
ある、再生モード切替ボタン１２１の機能、制御部１１ｂにおける画像データの分類（抽
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出）方法、及び、分類（抽出）結果に基づく画像データの再生方法について主に述べる。
【０１４２】
　ここで、本実施例において、再生モード切替ボタン１２１がオン状態である場合にどの
ように画像の再生が行われるかについて説明を行う。なお、本実施例においては、再生モ
ード切替ボタン１２１の押下に応じ、オフ状態、磁界出力画像モードオン状態、及び、磁
界停止画像モードオン状態の３つの状態がトグル式に切り替わるようになっているものと
して説明を行う。
【０１４３】
　制御部１１ｂは、磁界出力画像モードまたは磁界停止画像モードのいずれかがオン状態
になると、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部の付加情報に含まれ
るカプセル内視鏡操作情報に基づき、カプセル内視鏡２に対して能動的に操作が行われて
いる（磁界発生装置３から磁界が発せられている）期間中に撮像された画像データを磁界
出力期間の画像群として分類し、カプセル内視鏡２に対する能動的な操作が何も行われて
いない（磁界発生装置３から磁界が発せられていない）期間中に撮像された画像データを
磁界停止期間の画像群として分類する。
【０１４４】
　そして、制御部１１ｂは、磁界出力画像モードがオン状態である場合には、可搬型記憶
媒体９から出力される各画像データのうち、磁界停止期間の画像群に属する画像データを
スキップしながら、磁界出力期間の画像群に属する画像データを時系列順に等速で再生表
示させる。
【０１４５】
　また、制御部１１ｂは、磁界停止画像モードがオン状態である場合には、可搬型記憶媒
体９から出力される各画像データのうち、磁界出力期間の画像群に属する画像データをス
キップしながら、磁界非出力期間の画像群に属する画像データを時系列順に高速で再生表
示させる。
【０１４６】
　なお、本実施例によれば、カプセル内視鏡２に対する能動的な操作が行われたか否かを
、磁界オンオフスイッチの操作履歴を用いて判定しても良い。
【０１４７】
　また、本実施例によれば、前述の磁界出力期間の画像群に属する画像データとして、例
えば、磁界発生装置３から誘導磁界が予め設定されたパターンで出力されている場合に取
得された、少なくとも１つ以上の画像群に属する画像データが再生表示されるものであっ
てもよい。具体的には、本実施例の制御部１１ｂは、例えば、誘導モード切替スイッチの
操作履歴に基づいて抽出可能な、水面モードを選択している期間中の画像群に属する画像
データと、水底モードを選択している期間中の画像群に属する画像データと、のいずれか
一方または両方を時系列順に再生表示させるものであってもよい。
【０１４８】
　以上に述べたような本実施例によれば、磁界出力画像モードがオン状態である場合に、
検査者が何らかの意図を持って撮像したと推定される画像データのみを再生表示させるこ
とができるため、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０１４９】
　また、以上に述べたような本実施例によれば、磁界停止画像モードがオン状態である場
合に、検査者の意図から外れて撮像されたと推定される画像データのみを高速で再生表示
させることができるため、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０１５０】
（第６の実施例）
　続いて、本発明の第６の実施例について説明を行う。
【０１５１】
　なお、本実施例においては、第１乃至第５の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略する。また、以降においては、第１乃至第５の実施例と異なる部分で
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ある、再生モード切替ボタン１２１の機能、制御部１１ｂにおける画像データの分類（抽
出）方法、及び、分類（抽出）結果に基づく画像データの再生方法について主に述べる。
【０１５２】
　ここで、本実施例において、再生モード切替ボタン１２１がオン状態である場合にどの
ように画像の再生が行われるかについて説明を行う。なお、本実施例においては、再生モ
ード切替ボタン１２１の押下に応じ、オフ状態、及び、カプセル内視鏡操作画像モードオ
ン状態の２つの状態がトグル式に切り替わるようになっているものとして説明を行う。
【０１５３】
　制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作画像モードがオン状態になると、可搬型記憶媒体
９から出力される各画像データのヘッダ部の付加情報に含まれるカプセル内視鏡操作情報
に基づき、カプセル内視鏡２に対する同一の操作が（所定の期間以上）連続して行われて
いる際に取得された画像データであって、時系列的に連続する画像データを１つの画像群
として分類する。
【０１５４】
　具体的には、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９か
ら出力される各画像データのうち、カプセル内視鏡２を前進させるための操作が連続して
行われている際に取得された画像データ、及び、カプセル内視鏡２を後進させるための操
作が連続して行われている際に取得された画像データを、第１の操作に関する画像群とし
て分類（抽出）する。すなわち、このような第１の操作に関する画像群に属する画像デー
タは、拡大または縮小を伴う観察を行っている最中の画像データであると推定される。
【０１５５】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、カプセル内視鏡２を垂直上昇させるための操作が連続して行
われている際に取得された画像データ、及び、カプセル内視鏡２を垂直下降させるための
操作が連続して行われている際に取得された画像データを、第２の操作に関する画像群と
して分類（抽出）する。すなわち、このような第２の操作に関する画像群に属する画像デ
ータは、上下方向のスキャンを伴う観察を行っている最中の画像データであると推定され
る。
【０１５６】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、カプセル内視鏡２を左方向に平行移動させるための操作が連
続して行われている際に取得された画像データ、及び、カプセル内視鏡２を右方向に平行
移動させるための操作が連続して行われている際に取得された画像データを、第３の操作
に関する画像群として分類（抽出）する。すなわち、このような第３の操作に関する画像
群に属する画像データは、左右方向のスキャンを伴う観察を行っている最中の画像データ
であると推定される。
【０１５７】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、カプセル内視鏡２をピッチ方向に向けるための操作が連続し
て行われている際に取得された画像データ、及び、カプセル内視鏡２をヨー方向に向ける
ための操作が連続して行われている際に取得された画像データを、第４の操作に関する画
像群として分類（抽出）する。すなわち、このような第４の操作に関する画像群に属する
画像データは、注目部位を中心として上下方向または左右方向を広角な視野で観察してい
る最中の画像データであると推定される。
【０１５８】
　なお、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、カプセル内視鏡２を前進または後進させるための操作と、カ
プセル内視鏡２をピッチ方向またはヨー方向に向けるための操作と、が同時にかつ連続的
に行われている際に取得された画像データを、第５の操作に関する画像群として分類（抽
出）するものであってもよい。すなわち、このような第５の操作に関する画像群に属する
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画像データは、拡大または縮小を伴う観察において、表示装置５に表示される注目部位の
大きさが観察に適したものになるように微調整を行っている最中の画像データであると推
定される。
【０１５９】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、左方向の平行移動と右向きのヨー回転とが同時にかつ連続的
に行われている際に取得された画像データ、右方向の平行移動と左向きのヨー回転とが同
時にかつ連続的に行われている際に取得された画像データ、垂直上昇と下向きのピッチ回
転とが同時にかつ連続的に行われている際に取得された画像データ、及び、垂直下降と上
向きのピッチ回転が同時にかつ連続的に行われている際に取得された画像データを、第６
の操作に関する画像群として分類（抽出）するものであってもよい。すなわち、このよう
な第６の操作に関する画像群に属する画像データは、１つの注目部位を様々なアングルか
ら観察している最中の画像データであると推定される。
【０１６０】
　そして、制御部１１ｂは、第１～第６の操作に関する画像群に属する画像データを、各
画像群毎にまたは各画像データ毎に連結して連続再生する。
【０１６１】
　以上に述べたような本実施例によれば、検査者が一定の意図を持って撮像したと推定さ
れる画像データを連続的に再生することができるため、例えば、次にどのような画像デー
タが表示され得るかを予測し易くなるとともに、等速を上回る任意の再生速度による観察
を比較的容易に行うことができる。その結果、以上に述べたような本実施例によれば、読
影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０１６２】
（第７の実施例）
　続いて、本発明の第７の実施例について説明を行う。
【０１６３】
　なお、本実施例においては、第１乃至第６の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略する。また、以降においては、第１乃至第６の実施例と異なる部分で
ある、再生モード切替ボタン１２１の機能、制御部１１ｂにおける画像データの分類（抽
出）方法、及び、分類（抽出）結果に基づく画像データの再生方法について主に述べる。
【０１６４】
　ここで、本実施例において、再生モード切替ボタン１２１がオン状態である場合にどの
ように画像の再生が行われるかについて説明を行う。なお、本実施例においては、再生モ
ード切替ボタン１２１の押下に応じ、オフ状態、及び、カプセル内視鏡誘導操作画像モー
ドオン状態の２つの状態がトグル式に切り替わるようになっているものとして説明を行う
。
【０１６５】
　制御部１１ｂは、カプセル内視鏡誘導操作画像モードがオン状態になると、可搬型記憶
媒体９から出力される各画像データのヘッダ部の付加情報に含まれるカプセル内視鏡操作
情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データの分類を行う。
【０１６６】
　具体的には、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９か
ら出力される各画像データのうち、誘導モードとして水底モードが選択され、かつ、相対
的に上側に位置する撮像部がカプセル内視鏡２の向きの基準となっている際に取得された
画像データを、第１の誘導操作に関する画像群として分類（抽出）する。すなわち、この
ような第１の誘導操作に関する画像群に属する画像データは、カプセル内視鏡２の上側を
見上げるような観察を行っている最中の画像データであると推定される。
【０１６７】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、誘導モードとして水底モードが選択され、かつ、相対的に下
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側に位置する撮像部がカプセル内視鏡２の向きの基準となっている際に取得された画像デ
ータを、第２の誘導操作に関する画像群として分類（抽出）する。すなわち、このような
第２の誘導操作に関する画像群に属する画像データは、水底に位置する体壁を拡大して見
るような観察を行っている最中の画像データであると推定される。
【０１６８】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、誘導モードとして水面モードが選択され、かつ、相対的に上
側に位置する撮像部がカプセル内視鏡２の向きの基準となっている際に取得された画像デ
ータを、第３の誘導操作に関する画像群として分類（抽出）する。すなわち、このような
第３の誘導操作に関する画像群に属する画像データは、上側に位置する体壁を拡大して見
るような観察を行っている最中の画像データであると推定される。
【０１６９】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報に基づき、可搬型記憶媒体９から出力
される各画像データのうち、誘導モードとして水面モードが選択され、かつ、相対的に下
側に位置する撮像部がカプセル内視鏡２の向きの基準となっている際に取得された画像デ
ータを、第４の誘導操作に関する画像群として分類（抽出）する。すなわち、このような
第４の誘導操作に関する画像群に属する画像データは、カプセル内視鏡２の下側を見下ろ
すような観察を行っている最中の画像データであると推定される。
【０１７０】
　そして、制御部１１ｂは、第１～第４の誘導操作に関する画像群に属する画像データを
、各画像群毎にまたは各画像データ毎に連結して連続再生する。
【０１７１】
　なお、本実施例によれば、前述の第１～第４の誘導操作に関する画像群に対し、カプセ
ル内視鏡２の操作に用いる座標系の選択状態（カプセル内視鏡２自身を基準とした座標系
、または、カプセル内視鏡２の外部に配置されたベッド（図示せず）を基準とした座標系
のどちらが選択されたか）に応じた分類がさらに行われるものであってもよい。
【０１７２】
　以上に述べたような本実施例によれば、検査者が一定の意図を持って撮像したと推定さ
れる画像データを連続的に再生することができるため、例えば、次にどのような画像デー
タが表示され得るかを予測し易くなるとともに、等速を上回る任意の再生速度による観察
を比較的容易に行うことができる。その結果、以上に述べたような本実施例によれば、読
影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０１７３】
　なお、本発明は、上述した各実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。具体的には、例えば
、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部の付加情報
に含まれる、１枚分（１フレーム分）の画像データを撮像する際に要したＬＥＤの発光時
間の情報と、当該画像データを撮像した際の内視鏡操作情報と、当該画像データを撮像し
た際の体位選択情報と、に基づき、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データを分類
してもよい。
【０１７４】
（第８の実施例）
　続いて、本発明の第８の実施例について説明を行う。
【０１７５】
　なお、本実施例においては、第１乃至第７の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略する。また、本実施例においては、第１乃至第７の実施例と異なる部
分に係る処理等について主に述べる。図１３及び図１４は、本発明の第８の実施例に係る
ものである。さらに、本実施例においては、カプセル内視鏡２に設けられた２つの撮像部
のうちの一方のみを用いて画像データを取得した場合であり、かつ、胃の内部を撮像した
ものである旨が予め判明している画像データに対して処理等を行う場合を例に挙げて述べ
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る。
【０１７６】
　まず、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付
与されている付加情報の読み込み結果に基づき、操作入力部６のキャプチャボタンの操作
によりマーキングされた１つ以上の画像データ（キャプチャ画像データとも称する）から
なるキャプチャ画像データ群を抽出する。
【０１７７】
　制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付与され
ている付加情報に含まれる体位選択情報及びカプセル内視鏡操作情報と、予め設定された
条件と、に基づき、キャプチャ画像データを取得した際のカプセル内視鏡２の視野方向を
、キャプチャ画像データ群に含まれるキャプチャ画像データ毎に分類する処理を行う。
【０１７８】
　具体的には、前述の予め設定された条件としては、例えば、カプセル内視鏡２が胃の内
部に浮かんでおり、かつ、磁界発生装置３から誘導磁界が発せられていない場合において
、カプセル内視鏡２の長手方向が常に重力方向に沿うように配置される、というものが挙
げられる。また、前述の制御部１１ｂの処理により得られるカプセル内視鏡２の視野方向
の分類結果としては、例えば、頭頂側、足先側、腹側、背中側、左手側、及び、右手側、
というものが挙げられる。
【０１７９】
　また、胃の内部で撮像を行った場合には、体位選択情報とカプセル内視鏡操作情報から
、胃底側、胃体側、前庭側などと観察部位を分類することができる。制御部１１ｂは、例
えば、カプセル内視鏡２が水に浮いている状態で、左側臥位が選択されたことを体位選択
情報に基づいて検出し、かつ、カプセル内視鏡２の視野方向が背中側であることをカプセ
ル内視鏡操作情報に基づいて検出した場合には、カプセル内視鏡２の観察部位を胃体側と
して分類する。そして、同様の処理により、例えば、カプセル内視鏡２が水底に沈んでい
る状態で、カプセル内視鏡２の視野方向が頭側側であることが検出された場合には、カプ
セル内視鏡２の観察部位を前庭側として分類することができる。
【０１８０】
　なお、本実施例によれば、例えば、カプセル内視鏡２に内蔵された永久磁石に対して相
互作用させる磁界を他の永久磁石から発生するような磁気誘導装置を用い、カプセル内視
鏡２の位置及び／または向きを変位させるようにしてもよい。
【０１８１】
　具体的には、ケースに収容された１以上の永久磁石を含む磁界発生部と、当該磁界発生
部から発せられる磁界の状態を変化させる磁界状態変更駆動部と、当該磁界発生部を並進
及び回転させる並進・回転機構と、を具備し、さらに、当該並進・回転機構として平面位
置変更部、鉛直位置変更部、仰角変更部、及び、旋回角変更部を備えた磁気誘導装置を用
い、カプセル内視鏡２の位置及び／または向きを変位させるようにしてもよい。
【０１８２】
　ここで、以上のような磁気誘導装置の各部の動作等について説明する。
【０１８３】
　平面位置変更部、鉛直位置変更部、仰角変更部、及び、旋回角変更部は、磁界発生部内
に配置された永久磁石の相対的な位置関係を維持したまま、磁界発生部を並進又は回転さ
せる。そして、このような各部の動作によれば、磁界発生部内に配置された永久磁石によ
る有効磁界領域内の磁界の分布が変更されることに起因し、当該有効磁界領域内に存在す
るカプセル型内視鏡２の位置、傾斜角及び方位角が変位される。
【０１８４】
　なお、前述したような各部の動作によりカプセル型内視鏡２の位置及び／または向きを
変異させる場合においては、磁界発生部内に配置された永久磁石の磁化方向が鉛直方向を
向いている状態を初期状態とする。換言すると、このような初期状態は、磁界発生部の上
面と、鉛直方向に一致するように法線方向が設定された水平面（以降、単に水平面と称す
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る）と、が平行になるような状態である。
【０１８５】
　平面位置変更部及び鉛直位置変更部は、例えば、リフターまたはスライダー等を含む並
進駆動機構を具備して構成されている。そして、このような構成を具備する平面位置変更
部によれば、磁界発生部を水平面内において並進させることができる。また、このような
構成を具備する鉛直位置変更部によれば、磁界発生部を鉛直方向において並進させること
ができる。
【０１８６】
　仰角変更部は、水平方向の軸に対して磁界発生部を回転させることにより、磁界発生部
の上面と水平面とのなす仰角θを変化させる。また、旋回角変更部は、磁界発生部の中心
を通る鉛直方向の軸に対して磁界発生部を回転させることにより、前述の初期状態を０°
とした場合の磁界発生部の旋回角度に相当する旋回角ψを変化させる。そして、このよう
な構成を具備する仰角変更部及び旋回角変更部によれば、例えば、旋回角変更部により磁
界発生部を旋回角ψだけ旋回させた状態において、仰角変更部により仰角θを変化させる
ことにより、磁界発生部から発せられる磁界に拘束されたカプセル型内視鏡２の傾斜角及
び方位角を変化させることができる。
【０１８７】
　なお、本実施例で説明した磁界発生装置を、実施例１乃至７で記載した磁界発生装置と
して用いても良い。
【０１８８】
　なお、本実施例においては、キャプチャ画像データを取得した際のカプセル内視鏡２の
視野方向を分類する処理を行う際に、カプセル内視鏡操作情報の代わりに、例えば、被検
者の体腔内に配置されたカプセル内視鏡２の位置及び向き（姿勢）を直接検出して得られ
た情報を用いてもよい。具体的には、カプセル内視鏡２の永久磁石から発せられる磁界を
検出し、当該磁界の検出結果に基づく公知の演算を行うことにより、カプセル内視鏡２の
位置及び向き（姿勢）を直接検出することができる。
【０１８９】
　また、本実施例においては、例えば、信号受信部４において受信された無線信号の信号
強度に基づき、制御部７が被検体内におけるカプセル型内視鏡２の位置を推定する演算を
行うものであってもよい。さらに、このような制御部７の演算結果に基づき、例えば、観
察中の画像データ５ｅ（または５ｆ）に対応する被検体内の位置を表示装置５に表示させ
るようにしてもよい。
【０１９０】
　また、磁界発生装置３から発せられる誘導磁界に基づいて推定されるカプセル型内視鏡
２の位置及び／または姿勢を表示装置５に表示させるようにしても良い。
【０１９１】
　また、本実施例においては、カプセル型内視鏡２の加速度の検出結果に基づき、制御部
７が被検体内におけるカプセル型内視鏡２の位置を検出する演算を行うものであってもよ
い。
【０１９２】
　具体的には、例えば、カプセル型内視鏡２の加速度を３次元的に検出可能な加速度セン
サをカプセル型内視鏡２の内部に設け、かつ、当該加速度センサにより得られた検出結果
が無線信号に重畳された状態で随時送信されるような構成を採用した場合において、制御
部７は、信号受信部４において受信された当該無線信号に含まれる当該検出結果に基づい
てカプセル型内視鏡２に加えられた加速度を積算し、当該積算した加速度に対応するカプ
セル型内視鏡２の位置の相対的な変化量を算出し、当該算出した変化量に基づいてカプセ
ル型内視鏡２の現在の位置を算出する、というような演算を行うものであってもよい。
【０１９３】
　一方、本実施例においては、交流磁界を利用して被検体内のカプセル型内視鏡２の位置
検出を行う手法に係る構成として、例えば、交流磁界を発生する交流磁界発生部をカプセ
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ル型内視鏡２の内部に設け、かつ、当該交流磁界を検出可能な複数の磁界センサを磁界発
生装置３の内部に設けるような構成を採用してもよい。
【０１９４】
　そして、このような構成を採用した場合には、カプセル型内視鏡２の交流磁界発生部か
ら発せられる交流磁界を各磁界センサにより検出した検出結果に基づき、カプセル型内視
鏡２の位置及び／または向きを連続的に算出することができる。なお、このようにして算
出されたカプセル型内視鏡２の位置及び／または向きに基づき、磁界発生装置３が誘導磁
界の発生状態を制御するようにしてもよい。
【０１９５】
　また、本実施例においては、交流磁界を利用して被検体内のカプセル型内視鏡２の位置
検出を行う手法に係る構成として、例えば、第１の交流磁界で共振するように調整された
ＬＣ回路をカプセル型内視鏡２の内部に設け、かつ、当該第１の交流磁界を発生する交流
磁界発生装置及び複数の磁界センサを磁界発生装置３の内部に設けるような構成を採用し
てもよい。
【０１９６】
　このような構成を採用した場合には、まず、カプセル型内視鏡２が被検体内の測定領域
（磁界発生装置３から発せられる誘導磁界による作用が及ぶ領域）内に配置されていない
状態とした後、磁界発生装置３の交流磁界発生装置から発せられる第１の交流磁界を複数
の磁界センサにおいて検出した検出結果を予め取得しておく。
【０１９７】
　その後、カプセル型内視鏡２が被検体内の測定領域内に配置されている場合に、磁界発
生装置３の交流磁界発生装置から第１の交流磁界が発せられると、磁界発生装置３の複数
の磁界センサにおいて、カプセル型内視鏡２のＬＣ回路から発せられる共振磁界を含む第
２の交流磁界が検出される。
【０１９８】
　そして、第１の交流磁界の検出結果と第２の交流磁界の検出結果との差に基づいてカプ
セル型内視鏡２のＬＣ回路から発せられた共振磁界の強度を算出し、当該算出した共振磁
界の強度に基づき、カプセル型内視鏡２の位置及び／または向きを連続的に算出すること
ができる。
【０１９９】
　また、制御部１１ｂは、カプセル内視鏡操作情報からカプセル内視鏡２の視野方向を取
得し、当該取得した視野方向と体位選択情報とに基づいて画像データを分類しても良い。
具体的には、制御部１１ｂは、例えば、カプセル内視鏡２が水に浮いている状態で、左側
臥位が選択されたことを体位選択情報に基づいて検出し、かつ、カプセル内視鏡２の視野
方向が背中側であることをカプセル内視鏡操作情報に基づいて検出した場合には、カプセ
ル内視鏡２の観察部位が胃体側の画像データであると分類する。また、制御部１１ｂは、
例えば、体位選択情報において左側臥位が選択されていることを検出し、かつ、カプセル
内視鏡２の視野方向が左手側である場合には、当該体位選択情報が付与されている画像デ
ータを胃体部の画像データであると分類する。そして、同様の処理により、例えば、カプ
セル内視鏡２が水底に沈んでいる状態で、カプセル内視鏡２の視野方向が頭側側であるこ
とが検出された場合には、カプセル内視鏡２の観察部位が前庭側の画像データであると分
類する。
【０２００】
　そして、制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データに付与された
付加情報と、キャプチャ画像データの取得部位の分類結果と、に基づき、例えば図１３及
び図１４に示すような、キャプチャリスト画面に係るＧＵＩを表示部１１ｃに表示させる
ための処理、及び、当該キャプチャリスト画面に係るＧＵＩに対する操作に基づいて表示
部１１ｃに表示される画面を遷移させるための処理等を行う。（キャプチャ画像データの
取得部位を、キャプチャ画像データ群に含まれる各キャプチャ画像データ毎に分類する処
理を行う。）
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　ここで、図１３及び図１４に例示したキャプチャリスト画面に関する説明を行う。図１
３は、第８の実施例におけるキャプチャリスト画面の表示態様の一例を示す図である。図
１４は、第８の実施例におけるキャプチャリスト画面の表示態様の、図１３とは異なる例
を示す図である。
【０２０１】
　本実施例の表示部１１ｃに表示されるキャプチャリスト画面には、タブ群２１１と、キ
ャプチャ画像表示領域２１２と、タイムバー２１３と、タイムポインタ２１４と、スキッ
プボタン２１５と、が含まれている。
【０２０２】
　タブ群２１１は、被検体の体位を個別に識別可能な文字列等が記載された複数のタブを
具備し、当該複数のタブの中から１つのタブを選択可能な機能を有して構成されている。
【０２０３】
　キャプチャ画像表示領域２１２は、キャプチャ画像データ群に含まれる各キャプチャ画
像データのうち、条件入力画面（図示せず）において予め入力された情報としてのキャプ
チャ画像データの取得部位と、タブ群２１１に含まれる各タブの中から選択された１つの
タブに相当する体位と、を同時に満たすキャプチャ画像データが一覧表示される領域とし
て構成されている。
【０２０４】
　タイムバー２１３は、画像データの取得に伴う被検体の体位の時間経過を各体位毎に色
分けしたものとして構成されている。
【０２０５】
　タイムポインタ２１４は、タイムバー２１３上の任意の位置を指し示すことができるよ
うに構成されている。
【０２０６】
　スキップボタン２１５は、図４の再生表示画面の再生モード切替ボタン１２１がオフさ
れた際の（可搬型記憶媒体９から出力される各画像データが時系列順に再生される際の）
動画再生（再生表示）の起点となる画像データを、被検者の体位に応じた所定のパターン
で変更するための指示を行うことが可能な機能を有して構成されている。
【０２０７】
　続いて、図１３及び図１４に示したキャプチャリスト画面のＧＵＩに対して種々の操作
がなされた際に行われる処理等について説明する。
【０２０８】
　制御部１１ｂは、入力装置１２においてなされた入力操作に基づき、例えば、図示しな
い条件入力画面で「胃底部」が入力され、かつ、タブ群２１１の中から、「左側臥位」の
タブが選択されたことを検出した場合には、このような検出結果に応じた各キャプチャ画
像データをキャプチャ画像表示領域２１２に一覧表示させるとともに、タイムバー２１３
上のタイムポインタ２１４の位置を左側臥位の開始時に相当する位置に移動させる。
【０２０９】
　また、制御部１１ｂは、入力装置１２においてなされた入力操作に基づき、例えば、図
示しない条件入力画面で「胃底部」が入力され、かつ、タブ群２１１の中から、「右側臥
位」のタブが選択されたことを検出した場合には、このような検出結果に応じた各キャプ
チャ画像データをキャプチャ画像表示領域２１２に一覧表示させるとともに、タイムバー
２１３上のタイムポインタ２１４の位置を右側臥位の開始時に相当する位置に移動させる
。
【０２１０】
　さらに、制御部１１ｂは、入力装置１２においてなされた入力操作に基づき、キャプチ
ャ画像表示領域２１２に一覧表示されている各キャプチャ画像データの中から１つのキャ
プチャ画像データが選択されたことを検出すると、当該１つのキャプチャ画像データに対
応するタイムバー２１３上の位置にタイムポインタ２１４を移動させるとともに、当該１
つのキャプチャ画像データを、図４の再生表示画面の再生モード切替ボタン１２１がオフ
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された際の動画再生の起点となるように設定する。
【０２１１】
　すなわち、図１３に示したキャプチャリスト画面においては、左側臥位で胃底部を撮像
したものとして分類された５つのキャプチャ画像データのうちの１つが、図４の再生表示
画面の再生モード切替ボタン１２１がオフされた際の動画再生の起点となる画像データと
して設定されている。また、図１４に示したキャプチャリスト画面においては、右側臥位
で胃底部を撮像したものとして分類された３つのキャプチャ画像データのうちの１つが、
図４の再生表示画面の再生モード切替ボタン１２１がオフされた際の動画再生の起点とな
る画像データとして設定されている。
【０２１２】
　一方、制御部１１ｂは、入力装置１２においてなされた入力操作に基づき、スキップボ
タン２１５が押下されたことを検出すると、図４の再生表示画面の再生モード切替ボタン
１２１がオフされた際の動画再生の起点となるキャプチャ画像データを、被検者の体位に
応じた所定のパターンで変更するとともに、変更後の動画再生の起点となるキャプチャ画
像データの位置を指し示すようにタイムバー２１３上のタイムポインタ２１４の位置を移
動させる。
【０２１３】
　具体的には、制御部１１ｂは、例えば、スキップボタン２１５が押下される毎に、左側
臥位の開始時→背臥位の開始時→右側臥位の開始時→左側臥位の開始時→…という繰り返
しパターンで図４の再生表示画面の再生モード切替ボタン１２１がオフされた際の動画再
生の起点となるキャプチャ画像データを変更し、さらに、変更後の動画再生の起点となる
キャプチャ画像データの位置を指し示すようにタイムバー２１３上のタイムポインタ２１
４の位置を移動させる。
【０２１４】
　または、制御部１１ｂは、例えば、スキップボタン２１５が押下される毎に、左側臥位
の開始時→左側臥位の終了時→背臥位の開始時→背臥位の終了時→右側臥位の開始時→右
側臥位の終了時→左側臥位の開始時→…という繰り返しパターンで図４の再生表示画面の
再生モード切替ボタン１２１がオフされた際の動画再生の起点となるキャプチャ画像デー
タを変更し、さらに、変更後の動画再生の起点となるキャプチャ画像データの位置を指し
示すようにタイムバー２１３上のタイムポインタ２１４の位置を移動させる。
【０２１５】
　なお、本実施例においては、キャプチャ画像データに対してカプセル内視鏡の視野方向
や撮像部位を分類する例を示したが、第１～第７の実施例のように、分類結果に基づいて
画像再生を実施し、さらに、画像再生速度や画像再生順序を撮像部位に応じて変更しても
良い。
【０２１６】
　なお、本実施例の制御部１１ｂは、例えば、図示しないメモリ等から読み込んだカプセ
ル内視鏡２の画角（視野範囲）に関する情報と、１枚分（１フレーム分）の画像データを
撮像する際に要したＬＥＤの発光時間の情報と、に基づいてカプセル内視鏡２の観察範囲
に係る画像データの分類結果を取得し、当該取得した分類結果に応じたキャプチャリスト
画面を表示部１１ｃに表示させるような処理を行うものであってもよい。
【０２１７】
　また、本実施例の制御部１１ｂは、キャプチャリスト画面のキャプチャ画像表示領域２
１２に画像データを一覧表示させる際に、例えば、磁界発生装置３からの誘導磁界の発生
の有無等を各画像データ毎に識別可能な情報を併せて表示させるようにしてもよい。
【０２１８】
　一方、本実施例の制御部１１ｂは、タブ群２１１を有しないようなキャプチャリスト画
面を表示部１１ｃに表示させるような処理を行うものであってもよい。
【０２１９】
　具体的には、本実施例の制御部１１ｂは、例えば、キャプチャ画像データ群に含まれる



(27) JP 2013-128847 A 2013.7.4

10

20

30

40

50

各画像データのうち、条件入力画面（図示せず）において予め入力された画像データの取
得部位の情報に一致する分類結果が得られた全ての画像データをキャプチャ画像表示領域
２１２に一覧表示させるようにしてもよい。または、本実施例の制御部１１ｂは、例えば
、キャプチャ画像データ群に含まれる全ての画像データをキャプチャ画像表示領域２１２
に一覧表示させ、さらに、条件入力画面（図示せず）において予め入力された画像データ
の取得部位の情報に一致する分類結果が得られた画像データのみを強調表示させるように
してもよい。
【０２２０】
　また、本実施例によれば、再生モード切替ボタン１２１がオフされた際の動画再生の起
点を、キャプチャリスト画面のキャプチャ画像表示領域２１２に一覧表示されている各キ
ャプチャ画像の中から選択できるようにしたものに限らず、例えば、カプセル内視鏡２の
移動軌跡に対応付けられた各キャプチャ画像の中から選択できるようにしてもよく、また
は、人体の臓器モデルに含まれる部位毎に対応付けられた各キャプチャ画像の中から選択
できるようにしてもよい。
【０２２１】
（第９の実施例）
　続いて、本発明の第９の実施例について説明を行う。
【０２２２】
　なお、本実施例においては、第１乃至第８の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略する。また、本実施例においては、第１乃至第７の実施例と異なる部
分に係る処理等について主に述べる。さらに、本実施例においては、カプセル内視鏡２に
設けられた２つの撮像部のうちの一方のみを用いて画像データを取得した場合であり、か
つ、胃の内部を撮像したものである旨が予め判明している画像データに対して処理等を行
う場合を例に挙げて述べる。
【０２２３】
　まず、カプセル内視鏡２は、カプセル型の筐体を有して構成されており、被検者が嚥下
することにより消化管内に配置される。カプセル内視鏡２の比重および重心位置が適切に
設定されているとともに、消化管内の水中、すなわち、消化管内に存在する体液、被検体
の外部から注入された生理食塩水あるいは水等の中において、重力方向を観察することが
できる。本実施例のカプセル内視鏡２は磁石を有さず、重力方向を観察することができる
。観察部位を変更する際には、被検体の体位を変更すること指示し、重力方向に対する胃
の観察範囲を変更することで観察部位を変更する。
【０２２４】
　制御部１１ｂは、可搬型記憶媒体９から出力される各画像データのヘッダ部に付与され
ている付加情報に含まれる体位選択情報及びカプセル内視鏡操作情報と、予め設定された
条件（重力方向の観察など）と、に基づき、キャプチャ画像データを取得した際のカプセ
ル内視鏡２の視野方向を、キャプチャ画像データ群に含まれるキャプチャ画像データ毎に
分類する処理を行う。
【０２２５】
　例えば、体位選択情報において左側臥位が選択されていることを検出した場合、カプセ
ル内視鏡は重力方向である背中側を視野方向と判断でき、胃体側の画像データであると分
類することができる。
【０２２６】
　また、キャプチャ画像データを取得した際のカプセル内視鏡の視野方向を分類する処理
を行う際に、例えば、実施例８で記載した位置検出装置を使って、被検者の体腔内に配置
されたカプセル内視鏡２の位置及び向き（姿勢）を直接検出して得られた情報を用いても
よい。具体的には、被検体内におけるカプセル型内視鏡が位置検出用磁界発生部を有し、
カプセル内視鏡から発せられる磁界を被検体外で検出し、当該磁界の検出結果に基づく公
知の演算を行うことにより、カプセル内視鏡の位置及び向き（姿勢）を直接検出すること
ができる。
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　また、本実施例によれば、実施例８と同様に、体位選択情報と、位置検出装置で検出し
たカプセル内視鏡の位置及び向きと、に基づき、カプセル内視鏡２の観察部位を分類する
ことができる。
【０２２８】
　また、本実施例によれば、第８の実施例と同様に、キャプチャ画像データを図１３及び
１４で示したような表示形態で表示させることができる。
【０２２９】
　なお、本実施例においては、キャプチャ画像データに対してカプセル内視鏡の視野方向
（撮像部位）を分類する例を示したが、第１～第７の実施例のように、分類結果に基づい
て画像再生を実施し、さらに、画像再生速度や画像再生順序を撮像部位に応じて変更して
も良い。
【０２３０】
　以上に述べたような本実施例によれば、所望のキャプチャ画像を起点として動画再生を
行うことができるため、読影者の拘束時間を従来に比べて短縮することができる。
【０２３１】
　なお、本発明は、上述した実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しない
範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【０２３２】
１　カプセル内視鏡システム
２　カプセル内視鏡
３　磁界発生装置
４　信号受信部
５　表示装置
６　操作入力部
７　制御部
９　可搬型記憶媒体
１１　端末装置
１２　入力装置
【先行技術文献】
【特許文献】
【０２３３】
【特許文献１】日本国特開２００６－１２２５０２号公報
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